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 (
経営原則や理念は共有。実現方法は現地に任せる
) (
各地のヒト、資本、流通網をそのまま活用
)




 (
コカコーラは原液レシピを、ネスレはブランドや情報システムを標準化し、それを世界各地にフランチャイズしつつ、各国の食文化や市場環境にあわせた現地化によって市場への浸透を図っている。
)



 (
・食品業界における海外展開の勝ちパターンの本質は、この
「標準化」
と
「現地化」
を組み合わせた
フランチャイズ的システム
にある。
・新たに参入しようとする海外の市場は、その性質上、常に食文化などの相違がある市場であり、その地域の特性に応じた戦略を立案していく
「マルチ・ドメスティック戦略」
が求められる。
)





 (
マルチ・ドメスティック戦略とは、海外における事業展開の戦略の一つ。海外展開を進めるに当たり、ある国における事業活動が必ずしも別の国における事業活動との間に整合性がある必要はなく、その国の文化的・経済的条件に合わせて企業活動を行っていくことである。
)





 (
フランチャイズ・システムを活用することで、最も効率的にその動きを進めることができる。
)


 (
・コカコーラやネスレのように多数の国々で経営権を取得するだけの投資余力がなくても、世界に共通して提供し得るフォーマットがあれば展開可能な仕組みであり、日本企業としては、こうしたフォーマットを軸にした海外展開も可能なのではないか。
・今後、日本の食品メーカーが海外展開の主力ターゲットとするアジア市場においては、
①技術力
、
②品質管理ノウハウ
、
③新機軸商品のアイデア
、がフォーマット化して現地に供給し得る価値
である。
・日本企業のアジア市場における事業展開のスピードが欧米やアジア企業に対して劣っている中で、現地企業にこうした価値をライセンス供与することで、現地の消費者に良質な商品をより早く広域に供給するとともに、提供価値に対する新たな収入源を確保することができる。
)








 (
日・欧米・アジア戦略比較
)

 (
根源的競争力
投資スタンス
アジア戦略の特徴
欧米企業
豊富なグローバル人材
成功済ビジネスモデル
大規模投資
・地元政府との関係構築に注力
・バリューチェーン関係者に対する接点強化
・
M&A
によるスピーディな事業拡大
・値頃感のある自社ブランドのスペックを展開
アジア企業
華僑系同士のコミュニケーション力
価値観共有を背景とする適所投資
・現地の嗜好・刑事性に合わせた商品設計
・海外企業（日本・欧米）の技術取り込み
・地方・伝統流通販路の重点開拓
・企業グループ内の連携
日本企業
ものづくりの
DNA
段階的な投資（弱腰・慎重）
・高付加価値・新カテゴリー創出型の商品設計
・近代流通を主体とする販路
・現地企業との
JV
・日本向け「逆輸入」を含む輸出販売や業務用・
OEM
対応
)






























 (
・米国企業は「成功ブランドの商品を単一スペックで幅広い所得層に」、欧州企業は「各所得層に応じたスペックの商品を幅広い顧客層に」、台湾企業は「価格訴求商品を中低所得者層向け中心に」、日本企業は「
品質・価格訴求商品を高所得者層向けに
」販売する傾向がある。
)
 (
高所得者
層
中所得者
層
低所得者層
米国企業
成功モデル商品
欧州企業
プレミア
ム
ノーマル
エントリー
日本企業
品質・価値訴求商品
台湾企業
価値訴求商品
)

















 (
日本企業の戦略はシェア拡大に寄与しにくい傾向がある
)

 (
日本企業の強みを活かしたビジネスモデル
)
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 (
技術力・品質管理ノウハウ・新機軸商品アイデア
)
 (
日本企業
) (
脱・価格競争
)
 (
現地企業
)
 (
ライセンス料・配当
)

 (
早く、広く展開
)
 (
海外事業を自ら手掛けて活用するよりも、現地企業に積極的に提供した方が、早く、広範囲に活用できる可能性が高い
)


 (
ものづくり
DNA
の標準化（脱・職人芸）
) (
海外でも売ることを想定した商品開発
)
 (
適正な対価を受け取るために
)

 (
知的財産保護への取り組み強化
) (
工程の一部をブラックボックスにする
)



 (
アジアの食文化の質的向上を、早くより多くの人へ提供する事が日本企業への利益となる
)
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